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1 はじめに

シミュレーテッドアニーリング（Simulated Anneal-
ing：SA）は，最適化問題を解く汎用近似解法の一つで
ある．SAを用い良好な解を求めるためには適切なパラ
メータを設定することが必要となる．本報告では，Ridge
関数において，SAのパラメータの一つであるクーリン
グステップが SAの解探索能力に与える影響について検
討を行った．

2 対象問題

Ridge関数は，設計変数間に依存関係を持つ単峰性関
数である．Ridge関数を Fig. 1に 2次元の場合の外形と
エネルギーの等高線を示す. また，式 (1)に Ridge関数
の式を示す．

FRidge(x) =
n∑

i=1

( i∑
j=1

xj

)2

(1)

(−64 ≤ xi < 64)

min(FRidge(x)) = F (0, 0, . . . , 0) = 0

Fig. 1 Ridge関数（2次元)

3 数値実験

3.1 実験概要

本実験では，Fig. 1のような 2次元 Ridge関数に対
し，クーリングステップのみを変化させることで SAの
解探索にどのような影響を与えるか検討した．ステップ

数は 1, 2, 4, 8, 16, 32, 64, 128とし，その他のパラメー
タは Table 1の値を用いた．

3.2 実験結果

SAにおけるクーリングステップを 300回試行の中央
値を用いて比較した結果を Fig. 2に示す．なお，Fig. 2

Table 1 パラメータの初期値
パラメータ 値　　

最高温度 10.0

最低温度 0.01

近傍 1.0

総アニーリング数 10240

( 10  )

Fig. 2 クーリングステップによる影響 (中央値)

における csはクーリングステップ数，縦軸はエネルギー
値，横軸はアニーリング数を示している．

Fig. 2より，クーリングステップが 0の場合とその他
の場合を比較すると，0の場合の結果のみが悪いことが
わかる．このことからクーリングステップは必要である

がその回数は影響しないことがわかる．

4 考察

2 次元 Ridge 関数の解探索において，クーリングス
テップ 0の場合に良好な結果が得られなかった理由とし
て，他の場合と異なり低温における探索がなされていな

いためだと考えられる．このことは，クーリングステッ

プ 1の場合と 127の場合で最終的に結果に大きな違いが
ないことからも明らかである．以上のことから，2次元
Ridge関数ではクーリングステップよりも温度パラメー
タが重要になると考えられる．
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